
甲虫 ニ ュー ス

(1)  緒 言

カミキリムシの研究史 ( 1 )
革 間 度 -

カミキリムシの研究史については, かって故大林
一夫氏が 「日本産天牛類の研究史」 を 虫学評論に

連載されたが, 第5 報の20世紀に入った所で残念な
がら中断してしまった。 しかし分類学の歴史中, カ
ミキリムシがどう扱われたかについては,  日本語に
よる紹介をほとんど見ないので, 簡単に述べて見よ
うと思う。
分類学について述べるにはLinne から始めるのが
順当であろう。彼は1745年に二名法を発表し, 植物
よ り、通れて動物界全般にこれを応用したのは1758年
であった。この中で 「種」の観念を明確にし, いく
つかの種を集めて属を作り, 属をまとめて日に, 目
から綱を組み立てることを始めた。 しかしその分類
は現在の形態学的な点から見ると非常に人工的であ
り, これがどのようにM-1正や追加されて現在のよう
な体系になったかを, Mulsantや Linsleyなどの
著書を参考として, カミキリムシに関することを年
代を追って眺めて見ようと思う。
この文を書くにあたり, 貴重な文献を御貸し下さ
り, また色々 と御教示載いた中根猛彦, 黒沢良 両

博士に厚く感謝の意を表する。

(2)  18世紀のカミキリムシの分類
1758 L inn6, Systema Naturae ed. 10.

( i )  179番目の属 Cerambyx
「触角は細長い, 前胸背板は突起を有するかまた

は癌i状の隆起がある。 翅 は平行的である。」

この属は前胸背板の形でさらに5 つに分けられて
おり, 52種を含むがそのうちシノニムおよび変種に
なるのがそれぞれ1 種あり, また現在ヵミキリムシ
科とは認められてないものが2 種入っている。

( ii)  180番日の属 LePtura
r触角は鞭状。 翅軸は先端に向って細くなる。 前

胸背板はほぼ円筒状」
本属も前胸背板の形で2 つに細分され, 22種が含
まれているが, この中2 種は現在ハムシ科 (ネクイ

ハムシ類) に入っている。
(iii)  190番目の属 Nlecydalis
「触角は鞭状, 翅軸は短縮され, 後翅が露出する。
部の末端節は簡単」
2 種が記較されていて, 現在のN majorと Mo-

1orchus minorであるが, L inne はこれらをカミキ
リとは考えていなかったようで,  l89 番のハナノミ
科 (Mordetla属)と, 191番のハネカクシ科 (Sta-
j)hyl inus属) の間にjf iかれている。 なお Leptura
の次の181番日はシー,L ウカイ科のCantharis属であ
る。

(iv)  178番目の属 Attetabus
現在オトシブミ科になっている属の中に,  クロカ
ミキリが入れられていた。

Cerambyx, Leptura, Necydal isの種の合計は
76種となるが, 現在の知識でLinneの記載したカミ
キリを整理すると71種で, その内わけは次のようで
ある。 この中日本にも産する種数は (  ) の内に示
したが, 合計12 ということになる。

Cerambycinae 25 (5)
Lamiinae 21 ( 2 )
Leptur inae 16 ( 3 )
Pr ion inae 6 ( 0 )
Aseminae 2 ( 1 )
Spondylinae 1 ( 1)

1761 Linne, Fauna Suecica Systems Animalis
Suecicae Regni ed 2.
二名法採用後の 虫のファウナ研究としては最初

のもので, 約50種のカミキリがスェーデンに産する
事になっている。

1762 Geoffroy, Histoire abrege6 des Insectes
qui so trouvent aux environs de Paris. Vol. 1.
この中で Prionusと Stenocorus の2新属をつ
くり, LinneのCeramb:y.x, Lepturaを加えて4
属にカミキリを分類した。 しかしStenocorusの方
は現在廃菜され使用されていない。
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1763 Scopol i, Entomo1ogia Carn iol ica.
彼もGeoffroyと同じ4 属の分類法を使用し, 多
数の種を新たに記載した。

1767 L inn,6, Systema Naturae ed.12.
10版と同様に Cerambyx (87種), Leptura (23
種), Necydalis (11 種) の3 属にカミキリを分け
たが, 以前と異つた点は Necydalis 属をカミキリ
として認め, LePtura の次に置いたことである。
しかし不幸なことに, その後の混乱を引き起す原因
となったが,  この属に追加された 9 種のうち,  N-
umbetlatarumを除き他はすべて軸翅が狭く細くな
っている種で, 1758年に記載されたような短縮され
たものではなかった。 即ち現在のStenoPterus属や
1shmide属のカミキリばかりでなく , カミキリモド
キ科のものまで4 種含めてしまった。
ここでLinn6 の記載したカミキリについて めて

見ると, 現在彼が命名した学名が使用されている数
は次のとおりである。

1757 Hasselquist, Iter Polaest. , 1種
1758 Systema Naturae ed. 10 71
1761 F auna Suec ica 5
1764 M us. Lud. Ul r icuo 2
1767 Systema Naturae ed. 12 19

″ ″ 追加 (p ie67)  3
1768 . ,, ″]l[ (p 224)   1
1771 Mant . P lant 6 4

計 106種
1775 DeGeer, Memoires pour servir a l'his-

t oire des Insectes.
1775 Fabr icius, Systema Entomo1ogiae.
DeGeerがクロカミキリをゾゥゥムシの仲間から
救い出して Ceramb:yxに入れた。また同年Fabr i-
cius も新属 Spend:viisを作り,  カミキリとして独
立させた。彼はこの本の中で,  Geof froyの用いた
4 属, ほかに新らしく Lamia, Rhagium, Saperda,
Ca11idiumを加えたので,  カ ミキリとしては合計 9
属となった。 なお Stenocorus属については,  この
時の Fabricius より始まることになっている。

-

1784 Laichar ting, Verze ichn iss unci Be-
schreibung der Tyrolen Insec ten. V ol. 2.

Clytus 属を新設,
1787 Thunberg, Museum Natura l ium

A cademiae Upsal iensis Dissertat io, Pars 4.

日本のカミキリ史には特筆される年で,  目本を原
産地とする最初の種, Saperda japomca ( リンゴ
カミキリ ) が記載された。

1792 Fabr icius, Entomo1ogia Systemat ica
emendata e l auc ta 2.

Molorchus属を作り, Linnli の Net;:ydal isか
ら軸翅の短縮したグループをこれに移した。   (詳細
は 後 q1  

l 795 Olivier, Entomologic 4.
Fabriciusのカミキリの研究を発展させて, 多数
の, 特に北アメリカの種を記載した。

1801 Fabr icius, Systema Eleutheratorum,2.
この本で18世紀に記載されたカミキリをまとめ,
新設のGnoma (オーストラリアからフィリピンま
で分布するオサムシモドキカミキリ) を加え13属に
593 種を分類した。 この中にかなりのネクイハムシ,
カミキリモト'キ, ジョウカイポン類が含まれてはい
るが, その種類と属名を第 1 表に示した。

第 1 表 Fabricius のカミキリの分類

属 名
1792年 1801年

番号 種類 番号 種類

Cera ruby x
Lami a
Stenocorus
Rhagium
Gnoma
Saperda

Clytus
Leptura
Mecy a hs
M o1orchus
Spondyl is

82
83
84
85

*87

88
89

90
91
92
93

33
52
99
30

11

53
86

52
26
4
1

134
135
136
137

* 139
140
l 41

142
143
144

*146
147
148

39
72

l28
37
11
4

86

69
38
71
33
4
l

計 1 - 447 1 5931 447 1 593

* Catopus No 86 (1792) ,  No. 138 (1801)  カミ
キリモドキ科

**Mega1opus No.145 (1801) カミキリでない。

その後は1820年代に入るまでは, 極は非常に增加
したが, 属の新設は余りなく ,  カミキリのどこを特
微として分類するかに, 色々 の工夫がこらされた。

(後述の「亜科への分類」の項参照)。
この間に発表された主な属は, Pa randra Lat-

reille (1804), Stenopterus Illiger(1804), Caul-
chromes Lat rei11e (1816) ,  Dorcadion Dalman
(1817) などである。

(3)  科 (Fami ly) の概念について

前述のように Linne が2 名法で分類を行った時,
すでに綱 (Classes), 日 (0rdines), 属 (Genera),
種 (Species) は使用されていたが,  科の概念は無
くて少し遅れて生じた。科はl780年, Batschの創
意によるとされており, 次いでフランスの学者 Jus-
sieu により植物については1784年,  高等動物では
1789年の発表が最も重要なもので, l9世紀に入る前
に大綱は決定された。
甲虫でも Latrei11e (1796) の分類に Familyに
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相当する言葉が用いられているが, その内容は現在
の科よりもはるかに大きいものである。  Linsley
によるとヵミキリを他の甲虫から区別して, 現在の
科に相当する概念を作ったのは1815年の Leachの
Cerambycidesから始まるということである。 これ
以前でも Latrei1le の 1809年の Cerambycius も,
現在のカミキリムシ科と一致するように思う-
この から19世紀の中頃までは Fami ly Ceram-

bycidaeは現在の亜科に相当するものに使用すろ人
が多く , そのため現在のカミキリムシ科全体に対す
るものに, Lat re通Ie(1817)は Longicornes なる語
を提唱しており, フランスでは永く用いられている。
一方英国のWestwood (1840) は Eucerata と言
っていたが,  これは現在廃語となった。
しかしカミキリムシ科の内容は現在でも一定して
いない。 Gahan(1906) はCerambycidaeとLamii-
daeに分けて フトカミキリlfll_科”を独立の科に昇格
させており, ブラジルのカミキリ学者のLane も現
在この説を採用している。  Linsley(1962)はDiste-
niidae と Cerambycidae とにして 'ホソカミキリ
亜科” を別科としている。また毎年その年の新属, 新
種が想められている Zoological Recordは現在で
も (1966年が最新刊) Prionidae, Cerambycidae,
Lamiidae と3 つの科に分けている。

亜科の分け方について

カミキリムシ科として一つに細まる以前から, カ
ミキリの属を幾つかのグループに めるとぃう試み
はなされており, その最初の組織化されたのは La-
t rei1leの Histoire nat ure11e dos cr us tae6es e t

desinsectes (1804) と思う。それは次のようなもの
である。
科 亜科 属 Sect ion

Cerambycins Pr ioniens Spend:viis
P n'o “ s

Cerambycins Lamia
Cerambyx

c-Iagm{9f ieS

Motorchus
ecyda h's

Lepturetes - ep加 r a { e

前述のLeach もカミキリを次のように3つに分
けた。

1.  上居 (Labrum) は非常に短いかまたはほと
んどなし P rion ides
上居は非常によ く 目立つ…一 - - …………2
触角の付着点は複眼の弯曲部の内にある。
- - ……………一 ……一 ……Cerambycides
触角の付着点は複限の前方にある。

Leptur ides
Pr ionides には Snondylis, Priom‘s; Ceram-

bycidesには Lamia, Saperda, Ceramby,c, Clytus
Caltidium, Necydalis, Motorchus ;  Leptur ides

には LePtura, R/tagiumと l l 属を分類した。
Latre加eはその後色々 と分類法を考え,  1825 年
では Longicornes科をPrioniens, Cerambycins,
Necydalides, Lamiai res, Lepturetes と 5亜科に
分け, 1829年に Necydalides を除き, 上記の4つ
の亜科に約20属を分け, 現在の亜科の分類の基とな
った。 以上が現在のノコギリカミキリ, カミキリ, ハ
ナカミキリ , フ トカミキリ亜科の設立の略歴である。
クロカミキリ亜科は言葉としては, Servi11e  (18

32) が41属を分類する時に用いた Spondyliens が
最初であるが,  亜科に相当する取扱いは M ulsant
(1839) に始まる。
ホソカミキリ亜科は現在の Tribe 相当のグルー
プとして Thomson ( l860) が Distenitae として
その特異性を認めた。  Lacordaire ( l860) はDis-
teniidesとして亜科に相当する位置を与えたが,  こ
の中に現在のハナカミキリ亜科も含まれていた。現
在の内容の亜科としてはGahan( l906) からである。
マルクビカミキリ亜科も Thomson (1860) によ
り Asemitae が設立され, 彼は1864年に亜科相当
の取扱をしたが, その後これに従う人は無くてカミ
キリ亜科中の一族として分類されて いた。  Webb
(1912) あたりから再び亜科として?1更活したようで
ある。
ニセクワガタカミキリ亞科は, Parandraが La-

treille (1804) により作られた時,  カミキリとして
は考えられず,  ヒラタムシ科 (Cucujidae) 中に入
っており, 1845年 Blanchardによりカミキリの仲
間入りをし, Parandr itesなる族が作られた。永い間
ノコキ' リカミキリ亜科に属していたが, 最近(1958)
Linsleyは亜科として独立させた。
日本で行われているカミキリの分類(1968, 林 匡
夫氏) の亜科を観めて見ると, 次のように命名者を
選ぶのが妥当と思うが, 亜科の設立者と現在の内容
の亜科にf「正した人とは別の場合が多い。

P r ion inae
Cerambycinae
Lepturinae
Lami inae
Spondylinae
Parandr inae
D isteni inae
Aseminae

Latre il le
Lat re i11e
Leach
Lat rei1le
Ser v通Ie
Blanchar d
T homson
T homson

( l804)
(1804)
(1815)
( l825)
( l832)
(1845)
(1860)
(1860)

(5)  属の增加について
科の概念の確立により属についての考え方が変り,

Linneらの亜科程度の大きな属から, 現在の属に近
いより小さな単位への変換がされるようになった。

Dejean (1821) は一度に13属をつくり,  属数增
加の口火を切ったが, 彼の属はその後一つも認めら
れず (Junk のカタログ),  大部分は1820年代に全
く同じ属名で再記載した他の人の名前で使用されて
いたが, 最近 Linsley ( l962) によりその中の3つ,
pac ﾍy f Zet terstedt, 0 n'“m Curt is, P“rp“n'-
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名 li t
.111)

n 1l-代

11913まで)
i ミキリ .フ:- i ミ・リ

't if : 重;f
(m21-、  l   、田まt1

1ミキ111'・.t

シ

_

.ll シ
ノ ノ 文

シe)

ム,l
The・sea
P ee

S _ ' li lo
F・Ir・‘i re
No - n

Ll - 'n
L ' Coot
Cl ltmlli t
M I - t

1957 -1879
us6 - I m
I m - l8
u2S 1035
18S9-1903
I m -1950
1997 1911
I m -1872
1930- I m
Im -1158

33
!3
7

37
3
5
4

1
3
1

10
3
2
4
2

2
2
0

!
0
0

l l要62
19
6
7

16
9

3
u
l l
l9
19

235
185
117

十4'
27
37
l◆
15
1◆
“

95
61
20
3

!6十l '
. 2

5

8
5
1
7

a2

159
111

75
71
l2
57
●3
37

167

a
l l
:;S
l 2
! 0
◆2
2●
a

579
◆20
1◆6
173
119

97
u
u
91
63

B一一l
A・ri,i ll n
Pie

l931 -
18a6- ! 911
l891 - l 945

0
2
0

0
0
3

0
40
l!

0
0

//2十的'

57

50十2'
25
l3

I a
a

52
2S
SI

.ll63
153
122

*十の:大の数字は共着で発表した属数

conus Germar がDejean の設立に変更された。
世界のカミキリの属の增加を調べて見ると, 属の
概念を大きく変化させたのはまず Serv加e である
事が判る。彼は主として1832年から4 年間に160 属
を新設した。 次の爆発的な属の新設は Thomson と
PaSCOeで19世紀の後半に2 人で約1000属が発表さ
れた(第 l 図)。最近ではフトカミキリ亜科に於ける
Breunin9 で,  彼は属の分類の基準を新たにし,
1934年以来一人で950以上の属および亜属を作り,
まだまだ新設するであろう。 1910年までの世界のカ
ミキリの属の設立者を多い順に第2 表に示し, 参考
としてフ トカミキリ亜科の属を主体として, その後
の発表者3 名を追加した。
世界のカミキリで一番因ったのは属の認定で, 現
在はシノニムにされているが, 使用したカタログで
は独立の属になっているもの, またその逆の属, 亜
属と属の関係であるが, 一切使用したカタログの著
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第 2 図 日本産の力ミキリムシの属 (含亜属)

l 'l50 、tOO l◆SO
代

者の意見に従い, 亜属も属と してこの統計を作った。
カミキリムシ科全部のカタログは約50年前のいわゆ
る Junkのカタログをもって最後とするので, カミ
キリムシ科の統計は1910年までとしたが,  フ トカミ
キリ亜科は最近 Breunin9による新らしいカタログ
が出版されたのでこれに従い, Junk の Aurivi11ius
(1922~23) ではない。   (第1 図, 第3表)
現在日本に産するカミキリムシ約650種について,
その属および亜属が何時作られたかを示したのが第
2 図である。 10年間に属および亜属が30以上設立さ
れた時代は4 つあり, その時代に主として活躍した
人々は次の様である。

1831~ 40  Serv l ife と M ulsant
1861 ~ 70 T homson と Pas coe
1881~90  Bates (1884)
1931 ~ 40 松下真幸 (1933)
前の2 時代は世界のカミキリと同時代で, 後は日
本産のカミキリに特異な現象と云える。また50年間
ずつくぎってその設立された属数を見ると, 19世紀
後半がピークになる。
日本の属の命名の多い人を示すと

B a tes 32 Pascoe 25
Thomson 24 M uls an t 21

以上が四天王である。
( 静岡大学理学部)

l'loo l ' l50 'Io

0山梨 下におけるフタホシサビカミキリの追加
記録
筆者は先に甲虫ニュースNo6 に山梨県下で得ら
れたフタホシサビカミキ、) Loj)ica honesta PaSCOe
2 頭の記録を報告したが, 1970年にも山梨県下にて
採集されたのでここに追加しておきたい。

1頭, 5. iv. 1970, 山梨県 崎市;fl崎駅, 秋山黄
洋採集
採集者によれば駅構内のクモの巣にかかっていた
ものを得たと言う。 この標本は上翅の徴毛がかなり
取れてしまっており, 後方の白色紋は明らかではな
いが, 本種であることに間違いないと思われる。 こ
れで著者の知る限り本州で採集されたフタホシサビ
カミキリは4 頭となったが,  これら以外にも山梨県
下にて採集されたという話もある。 何れにしろ本
が山梨県~東京都に分布していることは確実であろ
う。尚, 上記の標本は筆者が保管している。

(横浜市金沢区 高桑正敏)

0 トゲニセマグソコガネの生息場所
昆虫学評論, 第22巻, 第1号, 55~56頁 ( l969)
に後藤光男氏はト ;rニセマグソコガネCaetiusden-
tico11is Lewisの習性について興味深い報告を載せ
ておられる。 そこで, いささか古い話で恐縮ではあ
るが, 私が本種を採集した時の状況を述べて御参考
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に供したく思う。
1949年5 月6 日, 福島県南会津郡館岩村湯の花で
全く腐朽して地上に横たわる長さ約2 m, 直径約50
~80cm のブナの伐木数本を発見した。 早速割って
みると, 土みたいに腐朽しているのは表面だけで,
内部は著しく水分を含んではいるが土みたいにはな
ってなく, 年輪にそって割ったり剥いだりすること
が出来, この部分にいろいなな甲虫がひそんで越冬
していた。その大部分はトビイロセスジムシ Rhy-
sodes comes Lewis であったが,  中にト fニセマ
グソコガネが2 頭混じっていた。 朽木は表面に枯革
や枯更が一面にまっわりっいていたので, 恐らく夏
には一面の雑革のやぶの中に理れて全く 日光に当る
ことはないであろう。なお同時に見出されたトビイ
ロセスジムシは朽木の材部深く潜み, 年輪にそって
剥がすと同一方向を向いて数頭, 多いときには20余
頭が並び, 採集した数は130頭にもなった。本種は
深山の朽木に多く, 各地でよく採集するが,  このよ
うに多量に採集したことはこの時以外にはない。

(東京世田谷, 黒沢良彦)

0ムネァカツヤノ ミハムシとその分布
ムネァカツヤノミハムシ Lupe「0mO「pitta jap0-

,uca ChOj0 et Ohnoは1965年,  北海道の奥士別
(上川) および九州の佐多岬 (鹿児島) 産の標本を
タイプとして, 筆者らによって記載された種類であ
る (Chaj0 & 0hno : A revision of Luperomor-
pha-species occurr ing in Japan and the Loo-
Ch oc Islands, Mem. Fac. Lib. Ar ts & E duc.
Kagawa Univ. , I[(131) : 1~16, 1965)。体長3.2
~3. 5mm.  .ﾆ、色で,  前胸のみ赤褐色を呈する。
Luf)eromorPha属にしては比較的大型で, その上,
背面の隆起もやや顕著であるため, 一見ヒグナガハ
ムシ亜科のMonolePta属のある種, たとえばホタ
ルハムシ M dichroa の原型を思わせるところが
ある。
体色の点 (黒色で前胸赤褐色) で jaPomcaに似
ている本邦産 (琉球を除く ) の種には, なおサンシ
ョウノミハムシL. Pryert (Baly) とクワノミハム
シの1型 L funesta (Baly) f. eolian's (Baly)
の2種がある。 しかし,  i)ryer i は脚が完全に赤褐
色であることと, 前胸のほか頭部まで赤褐色を呈す
ることにより容易に区別でき , f unesta f. co11ans
は脚が部分的 (転節, 腿節の基部と端部, 脛節の基
部, 開節など) に黄褐色を呈することと, 触角の基
部が褐色を帶びること, 更に前背板の点刻間が平滑
でないことなどの特徴で区別することができる。
木元 (1966) は日本産ハムシ科のモノグラフの中
で上記の co11arts を独立種として扱っているが,
こ の eolian'sは真の coaans でなく, 筆者らの
japomca を指すと考えてよいようである。なぜな
ら,  木元は couansの特徴として, 前胸が赤褐色
である以外は, 触角も脚も完全に黑色であり, また,
前背板も小点刻を印すだけで平滑であると述べてい

るからである。 この特徴は jaPom'ca のそれに一致
するもので, couarisの特徴にはならない(CollanS
の原記載には, 触角は完全に黒色でなく, 基部4 節
が淡色であると記され, また前背板も点刻間は平滑
でなく , interspatiis tenuiter strigosis と明記さ
れている、) こうした特徴をもつco11ansは独立種
でなく,  L funestaの1 色彩型として扱われるべ
きである_

L. japomcaの既知産地は, 前述の奥士別, 佐多
岬の2 ヶ所のみであるが, 次の新産地を追記してお
く。 これらの標本は筆者がMonotePta と誤って
Galerucinaeの標本箱中に納めておいたため, 本種
の記載をつくるとき, タイプに指定できなかったも
のである. 筆者自身の採集品はともかくとして, 提
供者の宮森健一, 田中忠次の両氏に対しては, 相済
まぬことであり, ここにおわびしなければならない

1.   虎校浜 (胆振, 北海道), 1頭, 12・ Vi i・

1953, 宮藤採集
2. 谷川.岳 (群馬),  1頭,  31.  v- 1954, 筆者
採集

3.  称名挂谷附近 (富山),  1頭,20-  V・ 1960,
田中採集
以上3 例の他, 栃木県黑磯で採集された標本 (加
藤 仁氏採集) を検したこともある。
なお, 木元のcoltarisに関する記録も japonica
のそれと見なし得るので, 城山 (鹿児島), NibuShi
(北海道阿寒) の2 産地がこれに加わることになる。
そこで本種の既知産地を整理すると, 北海適 (上
川, 釧路, 胆振), 本州 (群馬, 栃木, 富山), 九州
(鹿児島) ということになり,  個体数は少ないなが
ら, 北海道から九州にかけてかなり広く分布する種
であることがわかる。 四国からは未知であるが, 恐
らくこの地方からも発見されることであろう。
食革は不明であるが, 群馬県における筆者の採集
経験よりするとャナギ科である可能性が強い。

(埼玉県観ヶ島町 大野正男)

x x
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